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特 集
Ｑ
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

─�

65
歳
以
上
の
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
の
、
介
護
、

健
康
、
医
療
、
認
知
症
、
福
祉
、
経
済
な
ど
の

相
談
窓
口
で
す
ね
。

─�

要
支
援
の
方
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

─�

介
護
予
防
の
体
操
教
室
を
紹
介
し
た
り
、
他
に

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
そ
の
利
用
を

支
援
し
ま
す
。
他
に
も
、
高
齢
者
虐
待
や
消
費

者
被
害
の
防
止
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
で
す
か
。

─�

ご
本
人
、
ご
家
族
か
ら
の
介
護
申
請
に
関
す
る

こ
と
、
医
療
や
健
康
に
関
す
る
相
談
が
多
い
で

す
ね
。

─�

経
済
的
な
問
題
、
住
ま
い
の
相
談
な
ど
も
多
い

で
す
。

─�

入
院
先
の
病
院
か
ら
退
院
し
た
後
の
相
談
も
結

構
あ
り
ま
す
。

─�

多
く
は
な
い
の
で
す
が
、
高
齢
の
方
で
、
ご
家

族
に
引
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
を

案
じ
ら
れ
て
い
て
、
相
談
に
来
ら
れ
た
方
も
い

ま
し
た
。

─�

近
所
に
心
配
な
方
が
い
る
と
い
う
相
談
を
受
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

─�

提
案
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
ご
本
人
の
状
態

が
改
善
さ
れ
た
時
で
す
。

─�

足
が
痛
く
、
杖
で
や
っ
と
歩
い
て
い
た
方
が
、

リ
ハ
ビ
リ
に
通
い
、
安
定
し
て
歩
く
こ
と
が
で

き
た
と
報
告
を
も
ら
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。

　高齢者支援センターは、高齢の方が住み
慣れたこの町で、その人らしく安心して暮
らせるように、介護、福祉、保健、医療など、
さまざまな面で支援を行うための総合相談
機関です。町には、ふれあいセンター内（東
部）と長岡コミュニティセンター内（西部）
の計2か所に設置されています。相談は、来
所や電話だけでなく、職員の訪問も可能で
す。また、ご本人だけでなく、ご家族や地域
の方からの相談も受け付けています。

※�文書取材でしたが、インタビュー形式にし
ています。

悩
ん
で
い
た
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

連絡先
　東部　042―557―3852
　西部　042―557―0609
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─�

自
分
の
専
門
性
が
生
か
せ
た
な
ぁ
っ
て
思
え
た

時
は
、
「
や
っ
て
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

─�

「
相
談
し
て
良
か
っ
た
」
「
安
心
し
ま
し
た
」

等
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
信
頼
し
て
も
ら
え

た
時
、
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
悩
ん
で
い
た

方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

─�

ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
、支
援
の
必
要
性
の
理
解

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
ご
家
族
か
ら
な
か
な
か

協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。

─�

認
知
症
な
ど
で
日
常
生
活
の
衣
食
住
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
の
に
、
本
人
が
そ
の
こ
と
に
気

が
付
か
ず
、
ま
た
支
援
を
拒
否
さ
れ
た
時
に
は
、

ど
う
関
わ
る
べ
き
か
悩
み
ま
し
た
。

─�

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
状
態
の
方
へ
の
支
援
は

い
つ
も
悩
み
、
迷
い
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

─�

信
頼
関
係
を
築
け
ず
、
本
心
を
聞
き
だ
す
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
が
大
変
で
し
た
。

─�

ご
本
人
や
ご
家
族
に
は
自
覚
は
な
い
が
、
周
囲

の
方
が
困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
で
す
。

Ｑ
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

─�

心
配
な
こ
と
、
不
安
な
こ
と
は
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
ご
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
長
岡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
の
で
、
気
軽
に
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
ご
自
宅

へ
の
訪
問
も
致
し
ま
す
。

─�

地
域
の
方
が
、
地
域
の
方
た
ち
を
支
え
、
支
え

ら
れ
る
。
そ
ん
な
す
て
き
な
ま
ち
で
あ
っ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

─�

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
瑞
穂
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

─�

昔
な
が
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
お
り
、

近
隣
住
民
同
士
で
支
え
た
り
見
守
っ
た
り
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

─�

元
気
な
高
齢
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

─�

自
主
グ
ル
ー
プ
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
活
動
団
体
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

─�

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
な
の
で
、
住
民
も
役
場
も

関
係
機
関
も
距
離
が
近
く
、
顔
の
見
え
る
関
係

が
作
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

─�

特
に
狭
山
池
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
散
策
し
た
り
、
釣
り
を

し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
で
き
る
の
で
、

と
て
も
良
い
場
所
で
す
。

Ｑ
議
会
に
一
言

─�

加
齢
は
す
べ
て
の
人
に
起
き
る
こ
と
で
す
。
高

齢
の
方
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4 月から就任しました。
頑張ります！

ケアマネジャーの
乾 杏さん

お気軽にご相談に来て
ください！

社会福祉士の
榎本 和子さん

高齢者の暮らしを
応援したいです！

保健師の
上澤 奈緒美さん

瑞穂町が大好きです！

主任ケアマネジャーの
竹沢 美恵子さん

★
西
部
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

黒一点、頑張っています。

主任ケアマネジャーの
柿木 光寿さん

お気軽にお立ち寄り
ください。
看護師の

庭山 さおりさん

楽しい老後のお手伝いを
させてください。

社会福祉士の
粕谷 良子さん

悩みは 1人で抱えず、
ぜひご相談ください。

ケアマネジャーの
島﨑 亜紀子さん

★
東
部
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

※ 

セ
ン
タ
ー
の
希
望
に
よ
り
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
…�

生
活
の
維
持
に
必
要
な
意
欲
や
能
力
が
低
下
し
、
自

身
の
健
康
や
安
全
を
損
な
っ
て
し
ま
う
状
態
の
こ
と
。
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提案理由
町の区域内に事業所を新設する企業に対する奨
励措置の期限を延長し、及び対象者の要件等の
規定を整備するため。

改定された都市計画マスター
プランの土地利用方針図

毎朝行われているラジオ体操（二本木地区）

Ｑ�　改正の目的は。
Ａ�　多摩都市モノレール延伸と一体となった商
業業務拠点形成、広域交通の利便性を活用し
た物流業務地などを目指すため、対象業種を
拡大した。また、無秩序な開発防止のために
指定地域を設定した。

Ｑ�　企業へのＰＲ戦略は。
Ａ�　町や東京都企業立地相談センターのホーム
ページのほか、商工会、金融機関を活用して
制度周知をお願いする。

Ｑ�　高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施事業の委託金として約700万円
を新規計上しているが内容は。
Ａ�　６年度までに全区市町村での実施を
目標とする国の施策。高齢者の抱える
フレイルなどの多様な課題に対し、き
め細やかな支援により介護予防に努め
るもので、多摩地区では町田市と瑞穂
町が先行して行う。

Ｑ�　福生病院への特別支援金として約
1900万円計上しているが。
Ａ�　新型コロナウイルスの関係で営業成
績が悪化し数億円の赤字が見込まれた。
当初、町では約１億円程度の支出を予
想したが、国からの補てん金があり、
この金額に圧縮できた。

pick up 1

pick up 2

瑞穂町企業誘致促進条例の一部を改正する条例を可決

令和2年度瑞穂町一般会計補正予算（第10号）を可決

多摩都市モノレール延伸と一体になった企業誘致へ

福生病院に約1900万円の特別支援金を支出

議案第7号

議案第11号

議案審議 令和３年
３月定例会

ギカイのひろば Vol.228 04

３日間にわたり
延べ211件の質疑

４日目に議員間討議

３年度予算を
可　決

予算特別委員会で審査
　今回の議会には、令和３年度一
般会計・各特別会計・下水道事業
会計の予算案が提出されました。
　町側から議案の提出を受けた議
会では、直ちに予算特別委員会を
設置し、委員長に榎本義輝議員、
副委員長に香取幸子議員を選出。
議長を除く15名により、３日間
にわたって審査を行い、４日目に
議員間討議を行いました。
　本会議では、一般会計予算、各
特別会計および下水道事業会計に
ついて、すべて全会一致で可決し
ました。

※�新型コロナウイルス感染防止対
策のため、議場で行われました。

会    計   名 予  算  金  額 前  年  度  比
一  般  会  計 144億�700万0000円 　　��0.2％減

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 35億8918万6000円 　　��1.4％増
駅西土地区画整理事業 14億7591万5000円 　�　32.1％増
介 護 保 険 24億7744万7000円 　　　3.5％増
後 期 高 齢 者 医 療 7億5974万2000円 　　　3.1％増
殿 ケ 谷 財 産 区 425万8000円 　　　3.3％増
石 畑 財 産 区 1236万6000円 　　��8.5％減
箱 根 ケ 崎 財 産 区 787万0000円 　　��2.2％増
長 岡 財 産 区 77万2000円 　　��0.8％減

下水道事業会計 予  算  金  額 前  年  度  比
収 益 的 収 入 11億7368万4000円 8.4％減
収 益 的 支 出 11億3718万7000円 5.0％減
資 本 的 収 入 2億9469万9000円 33.6％減
資 本 的 支 出 5億2465万9000円 13.8％減

討
論
（
要
旨
）

賛
　成

香
取
　
幸
子
　
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
未
曾
有

の
事
態
の
中
、
景
気
の
悪
化
に
よ
り
町
の
税
収
は
、

前
年
度
比
５
・
７
％
減
が
見
込
ま
れ
る
。
地
方
特

例
交
付
金
は
新
た
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
地
方
税
減
収
補
て
ん
特
別
交
付
金
」
が

交
付
さ
れ
る
。

　
歳
出
の
主
な
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、

町
道
３
号
線
無
電
柱
化
に
向
け
た
測
量
設
計
、
令

和
４
年
３
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指

す
図
書
館
の
改
修
工
事
な
ど
が
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
、
病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
料
補
助
金
が
創

設
さ
れ
る
。
学
校
教
育
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
が
始
ま
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
が
図
ら
れ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
楽
し
ん
で
学
ぶ
こ

と
を
期
待
す
る
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

実
証
実
験
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に
よ

る
町
税
等
収
納
代
行
業
務
が
始
ま
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
も
始
ま
る
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日

が
１
日
で
も
早
く
来
る
こ
と
を
願
う
。
限
り
あ
る

財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

反
対
討
論
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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私 た ち の 税 金 、ム ダ な く 　  　  効 率 的 に 生 か さ れ る か
平成29年
6月定例会
予算質疑を
ピックアップ

 

 

産　業

教　育

子育て
問�　病児・病後児保育利用料補助金は何名の利
用を想定しているのか。

子�育て応援課長　訪問型サービスは１日10時
間で２万５千円を15件分。施設型サービス
は近隣市の病児保育事業を活用した上で、利
用料２千円のうち１千円を補助し、15件分
を想定。合計で39万円を計上している。

まちづくり

討
議

事
項

討議事項となった事業
（P8・P9 参照）

討
議

事
項

討
議

事
項

討
議

事
項

討
議

事
項

問�　殿ケ谷地区会館の改修設計委託料として
495万円計上しているが内容は。

地 域課長　玄関のバリアフリー化、だれでもト
イレ、太陽光発電設備の設置、室内改修、外
壁改修、屋上防水などを計画している。

問�　栗原地区土地区画整理事業については、土
地利用の方針が変更になったが地権者の合意
は進んでいるか。

�都 �市計画課長　住宅系から、住宅系を一部含む
産業系への土地利用に方針を転換することに
ついては、組合設立準備会の総会において過
半数以上が賛成している。

問�　道路改修、舗装等で約7000万円計上して
いるが、狭あい道路の解消工事費は含まれて
いるか。

建�設課長　３年度は予定していない。現在２カ
所で要望が出ており、３年度に地権者と交渉
に入る予定。

問�　企業誘致奨励金として約235万円計上して
いるが、内容と件数は。

産�業課長　元年度に指定した製造業１社分の奨
励金である。２年度に納付した固定資産税、
都市計画税の合計額を奨励金として交付する。

問�　3年度、不耕作農地対策等はどのように取
り組むのか。

産�業課長　農業委員会のパトロールで判明した
適切に耕作されていない農地は、利用意向調
査の結果を踏まえ、自身による耕作、貸借、
中間管理事業により農地活用に結び付けたい。

問�　学力向上事業として約1800万円計上して
いるが、今年度の新たな取り組みは。

教�育指導課長　英語検定、学力調査は継続。放
課後学習「学びのテーマパーク」は塾の先生
を置かずに地域の方のみで継続するが、登下
校の見守りとしてスクールガードリーダー事
業と中学３年生を対象に専門家による学習指
導「スタディアシスト事業」を実施する。

問�　GIGAスクール事業の計画内容は。
教�育指導課長　小中学校のほぼ全教科でパソコ
ンを使った学習を進めていく。特に、学校閉
鎖が考えられる中で、家庭での同時双方向の
オンライン授業が実施できるようにすること
を最優先に準備する。

イメージ

学びのテーマパークで趣旨説明をするコーディネーター

ギカイのひろば Vol.228 06

私 た ち の 税 金 、ム ダ な く 　  　  効 率 的 に 生 か さ れ る か

安全安心

問�　収納率向上に向け、3年度新たな取り組み
はあるか。

税 務課長　新たにスマホ決済を導入するなど、納
付環境を拡充して収納率の向上を目指す。
問�　新型コロナウイルス感染拡大の予算への影
響額は。

税 務課長　個人住民税で1億1000万円、法人
税で9500万円、固定資産税で5600万円の
歳入減と試算した。

歳　入

福祉・健康
問�　高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
事業として約200万円計上しているが内容は。

高�齢者福祉課長　後期高齢者医療のKDBシス
テムを使って抽出した、現在、医療や介護を
受けていない健康状態不明者に対し、保健師
等の専門職の指導、継続支援を電話と訪問で
行う。また、低栄養等のリスク対象者も同様
の支援をしていく。
問�　9月末の福祉バスの終了に伴い、障がい者
施設通所者の移動手段はどうするのか。

福�祉課長　９月から、「さくら」「ころぼっく
る」「ひまわり」の３つの障がい者施設では、
４台のバスをリースし通所者の送迎を行う。
問�　3年度に、がん検診等の実施で工夫した点
と、人数、割合等の目標をどのように設定し
ているか。

健�康課長　電子申請での集団検診の申し込みを
継続して行う。大腸がん検診では4290人・
35.8％、胃がん検診で1212人・9.4％、肺
がん検診で1460人・11.2％、子宮頸がん検
診で690人・12.9％、乳がん検診で800
人・12.6％を見込んでいる。

環　境
問�　第三次地球温暖化対策実行計画策定支援業
務の委託料として132万円計上しているが、
その内容は。

環�境課長　元年度の実績として、基準年度の平
成27年度との比較で17％削減されている。
12年度の35％削減の目標を達成するために、
４年度以降、どのような取り組みによって削
減できるかを計画するものである。

問�　防犯灯設置工事の3年度計画では150基と
いうことだが設置場所は。また、全1900基
中何基が終了するのか。今後の見通しは。

地�域課長　三小地域周辺に設置する。これによ
り1470基、77％がLED化される。また、毎
年150から200基設置できれば、２～３年で
完了する。

問�　クラウドカメラの借上げ料として184万円
計上しているが内容は。

地�域課長　災害対策本部で現場の状況をリアル
タイムで確認するため、消防団本部と５分団に
計６台を配備する。これにより迅速な対応が可
能になる。

行政改革
問�　車両の効率的な運用を図る目的で、共用車
の台数を増やす計画とあるが具体的には。

管�財課長　緊急車両を除く各課保有の33台の
うち、各課で必要な車両以外10台をピック
アップし共用車にする。利用状況などを見なが
ら適宜廃車していくことになると考えている。

KDBシステムとは… 国保データベースシステムのこと。健診・医療・介
護の各種データを利活用し、個人の健康に関する
データを作成することができる。
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評価結果

評価結果

会議での主な意見を議場で報告し、さら
なる工夫を求める。

道路整備については優先順位などを定め、
計画的に進めていくよう町に文書要請す
るべき。

●企業誘致奨励金
●狭あい道路など町の道路整備

総務産業建設委員会

企業誘致奨励金 狭あい道路など町の道路整備

要望・意見 要望・意見

討議内容（抜粋） 討議内容（抜粋）

討議結果を踏まえ、
議会として要請書
を町長に提出しま
した。

・必要性が高い
・町が主体的に行うことが妥当
・概ね計画に合致している
・比較的緊急性がある
・有効性のためにさらなる工夫が必要

・必要性が高い
・町が主体的に行うことが妥当
・概ね計画に合致している
・比較的緊急性がある
・有効性のためにさらなる工夫が必要

討議の様子

委
員
会
で
討
議
事
項
を

抽
出

政 策 評る 価

政策評価

政策評価

町の姿勢が見えない。固定資産税・都市
計画税納付相当額分の奨励金ではなく、
町が率先して誘致を考えてほしい。

青梅市、羽村市は３年間、固定資産税・
都市計画税納付分を奨励金として交付し
ている。羽村市は、本社機能を移転した
企業には、１億円を上限に10％加算する。
こういうことが瑞穂町でもできないか。

インフラ整備が遅く、誘致の前に道路拡
幅などのインフラ整備が必要である。イ
ンフラが整備されていれば、奨励金がな
くても企業は来る。

東京というネームバリューのわりに、地
価が安いなど進出の魅力がある。

アンケートなど調査をして、積極的に狭
あい道路対策をして欲しい。

道路拡幅に際して、土地を適正価格で買
い取って欲しい。

町内は道路が狭く危険な箇所が多いと苦
情がある。

計画的な道路整備をすれば狭あい道路解
消につながる。
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評価結果 評価結果
不明な点が多く経過を注視する。 必要性は認識するが経過を注視する。

●地域学校協働本部事業（学びのテーマパーク）
●GIGAスクール構想

厚生文教委員会

地域学校協働本部事業
（学びのテーマパーク） GIGAスクール構想

各
委
員
会
で
分
科
会
を

開
催
し
、
討
議
事
項
の

方
向
性
を
確
認

要望・意見 要望・意見

討議内容（抜粋） 討議内容（抜粋）

・必要性が高い
・町が主体的に行うことが妥当
・計画に合致している
・緊急性が高い
・有効と認められる

討議の様子

�

全
体
会
を
開
催
し
、
討

議
結
果
を
ま
と
め
る

議 員 に よ

・どちらかといえば必要性がある
・町が主体的に行うことが妥当
・計画に合致している
・緊急性が高い
・有効性のためにさらなる工夫が必要

政策評価

政策評価

地域学校本部の方々の位置づけを明確に
するべき。

専門家の活用もなく、地域の人に、指導
員として学力を上げる役割を担っていた
だくのは難しい。

学習の習慣性に有効かもしれないが、学
力の向上につながるか懸念が残る。

学力アップは、学習指導の高いスキルを
持つ教員の確保が重要。

今後の取り組み状況を注視する必要がある。

学校ごとの良い使い方など、情報を共有
できるセンター機能が必要。

授業内容のスキルアップにつながる工夫
が必要。

ＩＣＴは不登校の子どもたちにも活用で
きるのではないか。

スタートしたばかりであり、今後の取り�
組みを注視する必要がある。
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全会一致で可決（承認・同意・採択）された議案

不採択とされた陳情（採択することに賛成の議員はいませんでした。）

議案 第 1 号 専決処分の承認について（令和２年度瑞穂町一般会計補正予算（第９号））

議案 第 2 号 瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議案 第 3 号 瑞穂町税賦課徴収条例の一部を改正する条例

議案 第 4 号 瑞穂町公共物管理条例の一部を改正する条例

議案 第 5 号 瑞穂ビューパークの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

議案 第 6 号 瑞穂町介護保険条例の一部を改正する条例

議案 第 7 号 瑞穂町企業誘致促進条例の一部を改正する条例

議案 第 8 号 瑞穂町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

議案 第 9 号 瑞穂町健康づくり基金条例を廃止する条例

議案 第 10 号 瑞穂町教育長の任命について

議案 第 11 号 令和２年度瑞穂町一般会計補正予算（第10号）

議案 第 12 号 令和２年度瑞穂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議案 第 13 号 令和２年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

議案 第 14 号 令和２年度瑞穂町介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案 第 15 号 令和２年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

議案 第 16 号 令和２年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計補正予算（第２号）

議案 第 17 号 令和２年度瑞穂町石畑財産区特別会計補正予算（第２号）

議案 第 18 号 令和２年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計補正予算（第２号）

議案 第 19 号 令和２年度瑞穂町長岡財産区特別会計補正予算（第２号）

議案 第 20 号 令和２年度瑞穂町下水道事業会計補正予算（第３号）

議案 第 21 号 令和３年度瑞穂町一般会計予算

議案 第 22 号 令和３年度瑞穂町国民健康保険特別会計予算

議案 第 23 号 令和３年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計予算

議案 第 24 号 令和３年度瑞穂町介護保険特別会計予算

議案 第 25 号 令和３年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計予算

議案 第 26 号 令和３年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計予算

議案 第 27 号 令和３年度瑞穂町石畑財産区特別会計予算

議案 第 28 号 令和３年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計予算

議案 第 29 号 令和３年度瑞穂町長岡財産区特別会計予算

議案 第 30 号 令和３年度瑞穂町下水道事業会計予算

議案 第 31 号 瑞穂町地域公共交通会議条例の一部を改正する条例

議案 第 32 号 瑞穂町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案 第 33 号 瑞穂町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例

議案 第 34 号 瑞穂町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案 第 35 号 瑞穂町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案 第 36 号 令和２年度瑞穂町一般会計補正予算（第11号）

議案 第 37 号 令和３年度瑞穂町一般会計補正予算（第１号）

3陳情 第 ３ 号 アスベスト被害者補償基金制度の創設と全面解決を国に働きかける意見書提出を求める陳情

議員提出議案 第 １ 号 アスベスト被害者補償基金制度等の創設とアスベスト被害者の早期救済・全面解決を求める意見書

陳　情 第 ２ 号 弁護活動白紙委任契約の是正に必要な措置を求める陳情

陳　情 第 ４ 号 瑞穂町議会基本条例に「権利」及び「義務」の文言を加える改正を求める陳情

陳　情 第 ５ 号 「国民万歳条例」の制定を求める陳情

令和3年第１回瑞穂町議会定例会議案・陳情

※全ての議案 　　　　  請願・陳情　　　　　の詳細はＨＰでご覧になれます。※ pick up は P４に詳細を掲載しています。

pick up 1

pick up 2
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一 

般
質
問

町政を問う

一般質問とは？
　議員が、町の一般事務に対してその執行の状況また
は将来の方針などを執行者に直接質問し、併せて政策
的提言や行政への批判などを行います。
　質問の範囲は、町の行財政、地域の問題や住民生活
に関わる事項など多岐にわたります。

質
問
　
国
は
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
、
デ
ジ

タ
ル
庁
の
創
設
や
改
革
の

基
本
方
針
を
示
し
て
い
る
。

自
治
体
も
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が

求
め
ら
れ
る
。
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
に
よ
る

業
務
の
効
率
化
と
複
雑
か

つ
多
様
な
ニ
ー
ズ
対
応
、

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
・
活
用
、
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
や
地
域
社

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策

な
ど
速
や
か
に
計
画
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長
　
Ｄ
Ｘ
の
目
標
は
、

行
政
運
営
に
当
た
る
人
と

お
金
の
削
減
に
あ
る
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
で
進
め
る
も

の
と
、
直
接
対
面
す
る
こ

と
で
得
ら
れ
る
情
報
に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
と
を
分
け

て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

都
は
本
年
４
月
に
条
例
を

施
行
し
、
推
進
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
前
段
で
、
デ
ジ

タ
ル
で
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
判
断
さ
れ
る
手
続
き

を
選
定
す
る
作
業
に
入
る
。

な
お
、
町
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る
組
織
体

制
に
つ
い
て
、
３
年
度
に
、

組
織
検
討
委
員
会
で
取
り

扱
う
予
定
で
あ
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
取
り
組
み
を
問
う

３
年
度
組
織
検
討
委
員
会
で

 

取
り
扱
う
予
定

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

12
人
の
議
員
か
ら
14
件
の
一
般
質
問

ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）とは…
一般的に業務を自動化するシステムそのもののこと。

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは…
情報技術の活用で人々の生活を良い方向へ変革させること。

役場１階受付
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
円
滑
な
接
種
は
、

感
染
収
束
に
向
け
た
最
大

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

万
全
な
体
制
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
自
宅
療

養
者
の
容
態
が
急
変
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り�

、

自
宅
療
養
の
質
の
向
上
が

必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

問
①
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
場
所
は
。

町
長
　
で
き
る
だ
け
早
期

に
接
種
を
実
現
し
た
い
。

場
所
に
つ
い
て
は
、
集
団

接
種
会
場
と
町
内
の
医
療

機
関
と
す
る
。

問
②
　
医
師
・
看
護
師
の

確
保
、
医
師
会
等
の
応
援

体
制
は
。

町
長
　
西
多
摩
医
師
会
な

ど
と
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、民
間
の
医
師
派
遣
サ
ー

ビ
ス
も
想
定
し
て
い
る
。

問
③
　
高
齢
者
の
接
種
支

援
は
。

町
長
　
施
設
入
所
者
に
つ

い
て
は
施
設
内
で
の
接
種

に
つ
い
て
調
査
に
入
っ
て

い
る
。
移
動
が
困
難
な
場

合
、
個
別
に
状
況
を
伺
い
、

接
種
方
法
を
案
内
す
る
よ

う
担
当
に
指
示
し
た
。

問
④
　
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
の
貸
与
は
。

町
長
　
都
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
24
時

間
体
制
の
医
療
相
談
窓
口

を
構
築
し
、
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
与
や
食

料
品
の
配
送
を
開
始
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
と

 

自
宅
療
養
者
の
支
援
に
つ
い
て

自
宅
療
養
者
に
つ
い
て
は

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
対
応

小
川
　
龍
美
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

新型コロナから町民の命と 
 くらしを守るために

町独自で給付金事業を実施した

大坪　国広　議員（日本共産党）

町長

質
問
　
町
は
、
長
引
く
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中

で
、
感
染
状
況
と
影
響
を

把
握
し
対
策
を
進
め
て
い

る
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に

つ
い
て
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

問
①
　
自
宅
で
の
待
機
者

や
療
養
者
は
、
町
内
で
何

実
施
し
た
。

問
③
　
生
活
が
困
難
な
町

民
や
障
が
い
者
施
設
な
ど

へ
の
新
た
な
支
援
策
は
。

町
長
　
国
や
都
の
給
付
金

な
ど
の
他
、
町
で
は
「
緊

急
支
援
給
付
金
事
業
」
を

実
施
し
た
。

問
④
　
無
症
状
の
方
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
・
保
護
を
国
や

都
に
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
。

町
長
　
市
長
会
、
町
村
会

合
同
で
都
知
事
に
要
請
し

た
。
都
は
、
介
護
施
設
な

ど
に
検
査
を
実
施
す
る
と

し
て
い
る
。
町
も
独
自
に

こ
の
検
査
を
補
完
す
る
事

業
を
実
施
す
る
。

名
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
ケ
ア
を
し
て
い
る
か
。

町
長
　
１
日
平
均
、
そ
れ

ぞ
れ
１
名
。
都
は
24
時
間

体
制
の
医
療
相
談
窓
口
な

ど
の
他
、
ご
み
の
排
出
方

法
に
つ
い
て
も
情
報
提
供

を
し
て
い
る
。

問
②
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
企
業
倒
産
が
多

く
な
る
中
、
町
内
の
中
小

企
業
の
経
営
状
態
は
。

町
長
　
国
の
保
証
制
度
の

申
請
件
数
は
約
５
０
０
件
。

多
く
の
企
業
が
資
金
繰
り

に
追
わ
れ
て
い
る
。
町
で

は
中
小
企
業
な
ど
の
事
業

継
続
策
と
し
て
独
自
に

20
万
円
の
給
付
金
事
業
を

都が配布しているハンドブック

商工会では相談事業が行われている

ギカイのひろば Vol.228 12

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

横
田
基
地
内
感
染
拡
大

に
よ
る
基
地
周
辺
住
民
に

対
す
る
影
響
へ
の
対
応
は

町
長
　基
地
で
は
、
公

衆
衛
生
非
常
事
態
を
宣

言
し
、
移
動
制
限
な
ど

保
護
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。

質
問
　
町
は
「
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進
」
を
掲

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の

展
開
を
行
っ
て
き
た
。

　
一
方
、
例
え
ば
町
の
各

種
審
議
会
等
委
員
に
お
け

る
女
性
比
率
な
ど
、
ま
だ�

少
な
い
と
思
う
。

　
五
輪
に
関
連
し
た
失
言

報
道
で
は
、
諸
外
国
に
比

し
日
本
の
意
識
の
低
さ
も

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
男
女
共
同
参
画
に
関
し
、

町
の
現
状
と
そ
の
理
念
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
平
成
10
年
度
に
策

定
し
た
第
一
次
行
動
計
画

の
段
階
か
ら
審
議
会
委
員

な
ど
の
女
性
の
参
加
率
を

30
％
に
す
る
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
い
ま
だ

に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
男
女
の
固
定

的
な
役
割
意
識
が
な
か
な

か
払
拭
さ
れ
な
い
こ
と
が

要
因
と
思
わ
れ
る
。
町
と

し
て
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
委
員
会
と
連
携

し
、
審
議
会
委
員
な
ど
の

委
員
の
推
薦
に
際
し
て
は
、

男
女
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
よ
う
に
具
体
的
な
呼

び
掛
け
を
各
課
に
し
て
い

く
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て 

 

町
の
実
情
と
今
後
の
課
題
は

近
藤
　
　
浩
　
議
員
（
改
革
み
ず
ほ
の
会
）

新たに策定された重要な
まちづくり計画の進め方について

森　　亘　議員（自民新政会） 質
問

３
年
度
は
、
新
た

に
策
定
さ
れ
た
第
５
次
長

期
総
合
計
画
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
う

最
重
要
計
画
に
沿
っ
た
ま

ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
現
在
、
町
長
は
都
の

町
村
会
長
と
な
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

国
や
都
に
対
し
、
町
村
の

立
場
と
し
て
の
意
見
を
発

信
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
、
町
長
の
手

腕
に
よ
る
推
進
が
期
待
さ

れ
る
が
、
計
画
的
な
土
地

利
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、

そ
の
波
及
効
果
を
ど
の
よ

う
に
ま
ち
づ
く
り
の
諸
計

画
に
反
映
さ
せ
る
考
え
か

伺
う
。

町
長
　
今
回
の
改
定
で
は
、

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延

伸
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
や
市
街
化
調
整
区

域
か
ら
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
を
目
指
し
た
新
た
な

区
域
の
設
定
を
示
す
。
特

に
、
利
便
性
の
向
上
、
沿

道
周
辺
の
土
地
利
用
の
誘

導
、
商
業
業
務
地
の
形
成
、

既
存
企
業
と
連
動
し
た
デ

ジ
タ
ル
関
連
企
業
な
ど
の

新
た
な
創
業
進
出
を
目
指

す
。
今
後
も
町
民
や
民
間

事
業
者
が
投
資
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

都
の
町
村
会
長
と
し
て
、

都
と
連
携
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

く
。

男
女
の
固
定
的
な
役
割
意
識
の

 

払
拭
が
課
題

多摩都市モノレール延伸と
 一体となったまちづくりを示す

町長

モノレール延伸予定地（殿ケ谷）

町
長

ギカイのひろば Vol.22813



感染拡大防止対策について

下澤　章夫　議員（自民新政会）

質
問
　
多
摩
地
域
に
あ
る

30
の
自
治
体
の
中
で
、
瑞

穂
町
の
製
造
品
出
荷
額
等

（
平
成
30
年
）
は
、
５
９

１
８
億
円
で
第
３
位
と
な

っ
て
お
り
、
多
摩
地
域
全

体
の
出
荷
額
ベ
ー
ス
で

12
・
７
％
の
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
と
い
っ

た
テ
ー
マ
で
時
代
の
大
き

な
転
換
期
に
あ
る
今
、
産

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関

し
て
、
構
造
改
革
特
別
区

域
の
申
請
に
よ
り
、
最
先

端
の
大
き
な
企
業
の
誘
致

で
、
瑞
穂
町
の
活
性
化
を

推
進
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
構
造
改
革
特
区
の

申
請
は
、
制
度
上
、
地
域

実
績
の
蓄
積
と
長
期
的
地

域
戦
略
が
な
け
れ
ば
結
果

を
残
せ
な
い
。
し
か
し
、

手
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

工
業
系
企
業
の
育
成
、
誘

致
に
は
賛
成
で
あ
る
。
新

た
に
策
定
し
た
長
期
総
合

計
画
で
は
、
農
工
商
各
分

野
で
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
を
核
と
し

た
将
来
像
を
示
し
て
い
る
。

工
業
だ
け
触
れ
れ
ば
、
既

存
の
中
小
企
業
の
育
成
と
、

先
端
技
術
を
有
す
る
企
業

が
競
争
し
な
が
ら
互
い
に

認
め
合
え
る
地
域
に
し
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
産
業
振

興
に
よ
り
町
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
く
。

柚
木
　
克
也
　
議
員
（
新
瑞
会
）

小規模施設の従業者の
 ＰＣＲ検査費用を助成

町長

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
は
、
昨
年

11
月
頃
よ
り
再
び
増
加
を

始
め
、
今
年
に
入
っ
て
急

増
し
、
１
月
８
日
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。

１
月
20
日
ご
ろ
か
ら
減
少

傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
医

療
体
制
の
ひ
っ
迫
は
続
き
、

緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ

れ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
し
て
は
、
未
確
定
な
部

分
が
あ
り
、
今
後
し
ば
ら

く
、
感
染
を
抑
え
込
め
る

状
況
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

各
個
人
の
感
染
予
防
努
力

は
大
事
で
あ
る
が
、
町
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
現

状
お
よ
び
今
後
に
つ
い
て

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
町
は
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
町
主
催
の

事
業
・
会
議
の
中
止
や
延

期
、
書
面
開
催
な
ど
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
就
職
・
入
学
試

験
の
面
接
な
ど
に
利
用
で

き
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ル
ー
ム

を
開
設
し
、
学
校
施
設
で

は
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
を
設

置
し
た
。
さ
ら
に
、
在
宅

の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
都
の
補
助
事
業
の
対

象
と
な
ら
な
い
小
規
模
施

設
の
従
業
者
に
対
し
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
費
用
を

独
自
に
助
成
す
る
。
各
種

対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
切
に
願
う
。

瑞
穂
町
を

 

最
先
端
工
業
エ
リ
ア
に

産
業
振
興
に
よ
り

 

町
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く

町
長

長岡工業団地

ふれあいセンターに設置されたサテライトルーム
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質
問
　
急
激
な
感
染
拡
大

に
よ
り
、
２
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

も
活
動
を
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
書
面
や
リ
モ
ー
ト

開
催
な
ど
感
染
拡
大
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
１
年
以

上
も
続
き
、
常
態
化
し
て

い
る
。
し
か
し
、
よ
り
良

い
団
体
運
営
を
行
う
た
め

に
は
対
面
で
の
意
見
交
換

は
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
確
保
で
き
る
町
施
設

の
開
放
や
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
貸
し
出
し
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
確
保
で
き
る

施
設
と
し
て
、
町
民
会
館

ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
、
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
な
ど
を
開
放

し
て
い
る
が
、
収
容
人
数

の
50
％
以
下
の
利
用
を
お

願
い
し
て
い
る
。
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
管
理
し
て
い
る
が
、

地
区
会
館
の
管
理
は
町
内

会
に
お
願
い
し
て
い
る
の

で
、
管
理
や
使
用
方
法
な

ど
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
協

議
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て 

 

町
施
設
の
開
放
を

村
上
　
嘉
男
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

教育現場におけるコロナ禍での
 ＩＣＴ環境の整備について

山﨑　　栄　議員（自民新政会） 質
問

国
は
個
別
最
適
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
を

実
現
す
る
た
め
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
進

め
、
５
年
度
ま
で
に
整
備

す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
そ

の
整
備
目
標
は
、
２
年
度

に
前
倒
し
さ
れ
、
町
で
も

２
年
度
に
整
備
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
関
し
、

次
の
点
を
伺
う
。

問
①
　
高
速
大
容
量
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
状

況
。

教
育
長
　
３
年
度
よ
り
全

校
で
使
用
可
能
と
な
る
。

問
②
　
１
人
１
台
の
パ
ソ

コ
ン
の
配
備
状
況
と
課
題
。

教
育
長
　
３
月
中
に
は
完

了
す
る
。
課
題
は
付
属
品

の
整
備
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン

と
並
行
し
て
整
備
中
。

問
③
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
は
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
７

校
で
２
人
の
配
置
と
な
る
。

問
④
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

活
用
の
現
状
は
。

教
育
長
　
３
年
度
か
ら
本

格
運
用
と
な
る
。

問
⑤
　
現
状
の
課
題
と
今

後
の
対
応
は
。

教
育
長
　
課
題
は
長
期
学

校
休
業
が
起
き
た
時
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
び
の

保
障
と
、
教
員
の
パ
ソ
コ

ン
活
用
能
力
の
向
上
だ
が
、

昨
年
８
月
か
ら
準
備
を
進

め
て
き
た
結
果
、
教
員
の

パ
ソ
コ
ン
活
用
能
力
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
同
時

双
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
で
き
る
ま
で
に
準

備
が
整
っ
た
。
順
次
研
究

し
て
い
く
。

収
容
人
数
の
50
％
以
下
を

 

お
願
い
し
て
い
る

町
長

３年度より全校で
 使用可能となる

教育長

感染防止対策がされた会議室

パソコンを使用する中学生
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新型コロナ対策ともなる窓口での
キャッシュレス決済等の導入を

原　　隆夫　議員（公明党）

質
問
　
町
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
中
で
、

住
民
に
対
し
て
多
く
の
施

策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

３
年
度
の
町
予
算
が
編
成

さ
れ
た
。
３
年
度
は
、
第

５
次
長
期
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
大
変
重
要
な

年
度
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
後
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
経
費
の
増
加
が
予

測
さ
れ
る
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
行
財
政
運
営
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
３
年
度
は
、
で
き

る
限
り
町
民
の
負
担
軽
減

を
図
り
な
が
ら
も
、
優
先

事
業
の
選
択
と
財
源
確
保

を
目
指
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は

最
優
先
と
考
え
て
い
る
が
、

多
く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
推
進
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
、
歳
出
縮
減
と
既
存

お
よ
び
新
た
な
補
助
金
な

ど
の
獲
得
を
図
り
た
い
。

今
後
、
財
源
増
加
は
望
め

ず
、
確
保
自
体
が
難
し
い

場
面
も
あ
る
と
思
う
が
、

新
た
な
長
期
総
合
計
画
の

目
標
実
現
に
向
け
て
、
未

来
に
つ
な
が
る
施
策
を
、

勇
気
を
持
っ
て
展
開
し
て

い
く
。

村
山
　
正
利
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

３年度から税の電子マネー収納を
 導入する

町長

質
問
　
三
鷹
市
は
先
ご
ろ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
お
よ
び
住
民
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
市

民
課
窓
口
の
証
明
書
交
付

等
手
数
料
支
払
い
に
、
電

子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
決
済

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
な
ど

の
２
次
元
コ
ー
ド
決
済
に

よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
と
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ

（
現
金
自
動
精
算
機
）
を

導
入
し
た
。
現
金
授
受
が

な
く
な
り
接
触
機
会
の
減

少
と
、
時
間
短
縮
が
期
待

さ
れ
る
。
多
様
な
決
済
手

段
に
対
応
す
る
た
め
、
我

が
町
も
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長
　
取
り
扱
い
機
器
自

体
の
消
毒
な
ど
の
手
間
は

あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に

は
効
率
的
で
あ
る
と
思
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
初
期
費
用
や
利

用
料
が
掛
か
る
。
支
払
い

を
簡
素
化
し
、
ど
の
程
度

経
費
を
圧
縮
で
き
る
の
か
、

機
械
の
故
障
時
な
ど
の
場

合
も
含
め
長
期
的
効
果
を

確
認
し
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
先
進
事
例
の
効
果

や
、
３
年
度
か
ら
町
の
税

の
収
納
に
お
い
て
導
入
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

の
効
果
も
検
証
し
て
進
め

た
い
。

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
を
問
う

歳
出
縮
減
と
補
助
金
の

 

確
保
を
図
っ
て
い
く

町
長

町政の骨格となる長期総合計画と一般会計予算

スマホ決済画面
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新型コロナワクチン
 接種計画について

榎本　義輝　議員（自民クラブ） 質
問

政
府
は
、
接
種
を
、

優
先
順
位
を
踏
ま
え
て
実

施
す
る
計
画
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

「
接
種
券
」
を
３
月
中
旬

以
降
に
配
り
始
め
、
接
種

開
始
か
ら
２
回
目
の
接
種

ま
で
を
３
カ
月
以
内
に
終

え
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
い
る
。

　
細
か
な
情
報
が
少
な
い

中
、
不
安
に
感
じ
て
い
る

町
民
も
多
い
と
思
う
。
接

種
を
受
け
ら
れ
る
場
所
や

接
種
後
の
経
過
観
察
の
方

法
や
ス
ペ
ー
ス
、
医
療
従

事
者
の
確
保
状
況
な
ど
ワ

ク
チ
ン
接
種
計
画
を
確
認

す
る
。

町
長
　
接
種
方
法
に
つ
い

て
は
、
接
種
会
場
を
設
け

る
集
団
接
種
と
、
町
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
を

基
本
と
す
る
。
接
種
時
に

副
反
応
が
見
受
け
ら
れ
た

場
合
は
、
医
師
が
そ
の
場

で
応
急
処
置
を
行
う
。
医

師
や
看
護
師
へ
の
協
力
要

請
な
ど
は
西
多
摩
地
域
全

体
で
随
時
協
議
で
き
る
よ

う
準
備
す
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
量
や
時
期
に
合
わ

せ
、
各
医
療
機
関
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
、
集
団
接

種
の
体
制
な
ど
、
よ
り
効

率
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

で
き
る
よ
う
に
改
善
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
。
接
種

会
場
へ
の
移
動
手
段
は
、

接
種
券
の
提
示
で
、
手
続

き
な
し
で
福
祉
バ
ス
に
乗

車
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

効率的に接種ができるよう
 改善を図りながら進める

町長

　３月16日、交通対策特別委員会は町長に提言書を提出しました。
　町は地域公共交通会議を設置し、住民の声を基にコミュニティバスの実証実験を決定しました。委
員会では、多くの住民に利用していただく事業を目指し、公共交通の在り方について調査・研究して
きた内容を踏まえて以下の点（要約）について町長に提言を行いました。

委員会活動報告 交通対策特別委員会

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員

推
進
事
業
に
つ
い
て

町
長
　活
用
を
検
討
し

た
い
。ワクチン接種のシミュレーション

提言書を町長に提出

デジタル活用支援員とは…
高齢者等に身近な場所で、ICT機器による行
政手続きや利用ニーズの高い民間サービスの
利用方法の助言や相談などができる人。デジ
タル格差解消を図る。

1�住民が主体的に意見やニー
ズを集約し提案できる仕
組みの構築
2担当部署の設置
3�実験開始後の柔軟な対応
と「見える化」
4�利便性の向上の一助とし
てロケーションシステム
の導入

提�言�内�容
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　先月、突然の全国一斉休校から１年余りの中、入学式に出席しました。
昨年は学校生活がコロナ禍と重なり、子どもたちは多くの我慢を強いら
れたことが頭をよぎりました。子どもたちのために、「できない」と判
断する前に、「どうしたらできるか」という発想の転換が必要と思います。
　早いもので２年間の任期終え、委員が変わ
りますが、今後も皆さんに親しまれる「ギカ
イのひろば」をお届けします。

文：大坪　国広
編集委員
森　　　亘　　柚木　克也
大坪　国広　　小川　龍美
下澤　章夫　　香取　幸子

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292�東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433
�gikai@town.mizuho.tokyo.jp

瑞穂町議会

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

第１回臨時会

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

請願、陳情の
受付締め切り日 議会運営委員会

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・議案審議）

本会議
（一般質問・議案審議）

13 14 15 16 17 18 19

総務産業建設委員会 厚生文教委員会 議会運営委員会

20 21 22 23 24 25 26

本会議
（議案審議）

次回�5月臨時会・6月定例会（予定）5月12日・6月 8日～21日

5月

6月

▲新緑のエコパーク

ギ
カ
イ
●
ひ
ろ
ば

2021.5.10　
Vol.228

み
ず
ほ
議
会
だ
よ
り
　
発
行
／
瑞
穂
町
議
会
　
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

の

つなごう　  〜みずほ ともだちの輪〜
　7歳からダンスを始め、ダンスでは中国最高峰の北京舞踊学院
に進学した舒

しょ
さん。日本の先生の講座に感銘を受けて日本への留

学を決意しました。1年間中国で日本語を猛勉強して、現在、早
稲田大学の大学院でダンスによる子どもたちの体力、想像力、コ
ミュニケーション能力などへの影響や効果を研究しています。
　瑞穂町では、書道とヨガの教室に入会しており、また、第三小
学校では、ボランティアでダンスを教えています。「ダンスプロ
グラムはグループで振り付けも考えるんです。それを瑞穂町で
やってみたい。そして、将来、子どもの健康福祉の先生になりた
い。」と笑顔で話してくれました。

舒
しょ
�浩
こう
璐
ろ
さん�(27歳)�

　元狭山地区在住 ▼

■�本会議、委員会の開始時刻は、午前9時30分からです。なお、上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会に
なる場合もございます。傍聴にお越しの際は、電話またはホームページで日程などを確認の上、ご来庁ください。

　お問い合わせ　議会事務局　☎557－7693（直通）


